
　

　

厚生労働省は1月9日に「2040年サービス提供体制のあり方」をテーマとする検討会を開催しました。

高齢化の進み具合や人口減少のスピードは地域によってさまざまで今後その違いが大きくなります。厚生労働省は全国一

律の施策では対応できないとして「中山間・人口減少地域」「都市部」「一般市」の三類型の「地域軸」の視点で見直し各地域の

状況に応じたサービスモデルで支援策を立案するとしています。今春を目途にその中間とりまとめが出されます。
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2040年の介護 議論開始

地域別の介護サービス展開

■厚生労働省 「2040年に向けたサービス提供体制等のあり方」検討会資料

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_48603.html
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地域別の介護サービス提供体制 検討

（下記の一部）

道東、道北、青森県、秋田県、岩手県

島根県、鳥取県、高知県、徳島県

長崎県離島、熊本県山間部

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_48603.html


　

　　

質の悪い睡眠は生活習慣病のリスクを高め、症状を悪化させます。日本人の睡眠時間は世界で最も短いと言わ

れています。睡眠障害も生活習慣病のひとつと考える見方もあります。

睡眠不足や睡眠障害を放置すると、着実に心身の健康を大きくむしばみます。日常の睡眠に疑問を生じたら医

師に相談しましょう。

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。
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睡眠障害と生活習慣病

睡眠不足・睡眠障害

肥 満

心血管疾患
（心筋梗塞・脳血管疾患）

糖尿病

高血圧

脂質異常症

生命予後の悪化

■ 厚生労働省e-ヘルスネット「睡眠と生活習慣病との深い関係」

https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/heart/k-02-008.html

●睡眠障害は生活習慣病のリスクを高める要因となります。

●生活習慣病患者には睡眠時無呼吸症候群や不眠症の方が

多くなります。

睡眠障害が生活習慣病のリスクを高め、症状を悪化させる

ことが明らかになっています。

● 睡眠時無呼吸症候群の患者は、夜間の呼吸停止により以

下の状態が進行します。

・低酸素血症と交感神経の緊張（血管収縮）

・酸化ストレスや炎症

・代謝異常などの生活習慣病の準備状態の進行

・高血圧・心不全・虚血性心疾患・脳血管障害などの発症

● 慢性不眠症の患者も、多くの生活習慣病リスクを抱えて

います。

・交感神経の緊張

・糖質コルチコイド（血糖を上昇させる）の過剰分泌

・睡眠時間の短縮

・うつ状態による活動性の低下

●不眠症状のある人は、良い睡眠の質の人に比べ糖尿病

リスクが1.5～2倍高くなります。

●睡眠の質が悪くなり高血圧、心不全、虚血性心疾患、脳

血管障害リスクが高まります。
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